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《学校教育目標》
夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども

大雨の中、PTA授業参観へのご参加ありがとうございました。
PTA生活環境整備部主催の「窓拭き」や研修部主催の「情報モラル教室」も同日行われ、

盛りだくさんの内容でしたが、最後まで熱心にご参加くださり、感謝申し上げます。
また、学年懇談では、和やかな雰囲気の中進行でき、夏休み中のプール監視員もスムー

ズに決定したとのことでした。重ねて感謝申し上げます。

親子で窓拭き 授業参観（写真は４年生の算数の授業） 情報モラル教室

学校評議員会
同日行われた第１回学校評議員会では、授業を見ていただいた後、委員の 様、 様、

様、 様から次のようなご意見等をいただきました。
・挨拶が前よりよくなり、声をかけてくれる子どもが増えた。
・元気に、楽しく授業に臨んでおり、子ども達の集中力が感じられる。
・話しやすい雰囲気ではあるが、姿勢や話し方など、基本的なことは指導
していくことも大切ではないか。

来年度、仙北地域の小・中学校がコミュニティ・スクール（学校運営協議
会制）に移行するため、学校評議員制度は今年度で終了となります。
４名の委員の方々からいただいたご意見を今後の学校経営に活かし、よりよ

い学校づくりに努めて参りたいと思います。

指導主事訪問 ７／３（水）
今年度２回目の指導主事訪問は、６年生音楽科の授業。秋には本校を会場に仙教研の音楽研

究大会の研究授業が行われることもあり、大曲仙北地区からたくさんの音楽の先生方が授業を
見にいらっしゃいました。
子ども達は、録音した自分たちの歌声をタブレット上で聴いたり、パートに分かれて互いの

歌を聴き合ったりしながら、最後には、和音の響きや音の重なりを意識しながら、美しい合唱
を創り上げていました。ご指導くださった南教育事務所仙北出張所の神戸指導主事からは、「子
ども達が時間いっぱい、また演奏へも集中して取り組んでいる。タブレットも使いこなしてお
り、気持ちのよい反応、素早い行動など、学校をリードする６年生としての姿が見られた。」「子
ども達の思考をゆさぶる先生のコーディネートが素晴らしい。」というお話をいただきました。



＊PTA資料に掲載しておりました学校評議員のお名前に誤りがありました。「 様」は「 様」の誤りでした。お詫び

して訂正いたします。

＊７月５日発行の学校報発行№について、№13は№14の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

菜のはなタイム ７／２（火）菜のはなタイム ７／２（火）
４年生が総合的な学習の時間に、福祉に関する課題の発見や知識の獲得等につなげよ

うと、様々な福祉体験を行っています。今回はその一つとして、福祉協議会の方々等の
協力を得て「菜のはなタイム」を行いました。
「高齢者体験」「車いす体験」「視覚不自由者体験」の三つの疑似体験の他、実際に車

椅子で生活していらっしゃる美郷町在住の さんから体験談を伺い、障がいのあ
る方の気持ちや自分たちにできることについて考えることができました。

「（車椅子で生活するようにな

ってから）みんなのお陰で生きていると

思えるようになった。感謝しながら生き

ている。」 さんより

＊７月５日（金）には、ろう講師の さん、

手話通訳員の さん等をお招きして、手話

教室を行い、学びを深めました。

さんの感想

「今日の体験で特に大変だったのは車イスいすのところで、ああいう工夫（段差のあるところでは足で車イス

を斜めに持ち上げる）があって怪我をしないで通ることができると思った。高齢者体験では、こんな感じでお年

寄りの人たちが生活しているんだなと思った。怪我をしている人がいたら、手伝ってあげたい。」

芸術鑑賞会 ７／４（木）
子ども達に芸術鑑賞の機会を提供する「県青少年劇場小公演『馬頭琴（ばとうきん）

と揚琴（やんちん）のコンサート』」が本校体育館を会場に開かれました。モンゴル出
身のバータルジャブ・ボルドエルデネさんと中国出身の郭敏（グォ・ミン）さんが出演。
馬頭琴（ばとうきん）と揚琴（やんちん）の演奏や、「ホーミー」という高音と低音を
同時に出す伝統的な歌唱法による歌も披露していただきました。初めて触れる不思議な
音色に子ども達は熱心に耳を傾けていました。

県青少年劇場：日本青少年文化センターが児童数が少
ない学校を対象に演劇や音楽の鑑賞を楽しんでもらうお
うと全国各地で開催しているコンサートを秋田県が共催
して行っている事業です。希望する学校が多いため、な
かなか実現できない公演ですが、本校で初めて開催する
ことができました。

お礼の言葉は６年
さん、花束贈

呈は さん、
さんが行い

ました。

４年
本物の馬みたいな音で、馬

頭琴であんなことまでできる
とは思わなかったので、とて
もびっくりしたし、草原で馬
が元気よく走り回っているこ
とがよく想像できました。馬
の鳴き声がとてもそっくりで
した。

５年
「馬蹄の轟」の途中で、本当に馬が

走っているみたいな音がよく聞こえま
した。ミンさんが使っていた揚琴（や
んちん）で、同じところを何回もたた
くところで、回数を間違えないで、あ
のリズムでいけるのがすごかったです。
ボルドさんは、ホーミーの声がすごく
印象に残りました。




